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§1′ Introduction

強誘電体 BaTi05は温度 591繁 , 285'K, 200OKにてそれぞれ相転

移を示す｡ 此処では,パ ラか らフェロに移る, 591Okの相転移 (エ ン トロ

ピーの飛び 4Sは小 さい)を問題にする｡この相軒簿に伴 って熱伝導度には

っき りとした dipか観測 され てい る(1)(第 1園)o

谷 と津 田氏(2)はSilverrnBnrrXJde7 (変位型強訴電体 AB05 のnDdel)を

用いて変位型強誘電体における音波の減衰常数 を̀求めているoy我々はこの減

衰常数 を用いて, BaTi05の異常熱伝導度を調べた結果,上記の実験 と良い

一致か得 られた｡これは熱を運ぶ acousticphon｡ns か, critica一
■

fluctuationを し壱いる softfrDde (optic̀al)によって異常散乱 され る為

に dipか表われ ると理解できる｡

§2 相転移近傍の熱伝導度

BaTi05における,熟の carrietとして acoustlic-'p'hori'ons と_optical

phononsか 考 阜られ る∠相転移近傍 たなると,波数の小さい商域で,optiα.i

branches は acousticbranch'esに似てくるか,一波数か大きい (ェネル 卓二

も大きい)領域では, acous-ticphoムons■ゐ群速度が opti'仁'alLphononsわそ
】

れ より大き く,温度 は590Ck近 くなめで,波数■ゐ大 きな phonons の

population も高いので, obticarphbnotisに よる熱伝導は無視セきる｡ そ

こで acoustic phon()nsによる熱伝導のみを考える｡

熱伝導鑑 ノ=ま良 く知られた次の公式で表わ され る ;

A-vb l.∞(Q(｡ Q*, dt

Q-言eq 誉 c s Nq I - ---I-------- --I---------{2'
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Nq≡ b芸 bq Ieq- もCslq-lp･ 一山---一一･--一丁:--一一-一一一一-(3)

ところでi bq*(t) の時間依存 を,

ba(t)-b*q(0) eiWqt十iLCPqtイ qt 一一:一一- -----･------一一--一雄 )

とすれば,

Nqft)-Nqe-2γqt/ -------一一一一-------:-て一･一一ニー--I-----二一一-一弓 5)

r5)式を用い時間積分を行 うと,

2Vk T2 Z鴫 ･nq(nq十.)iq T-----∴-- 叫､一一一---'6}q

こ こで'

1~

簸 = 了 q乏 (等方的) --------∴ -----一一∴一-----I一l-----(73

nq 十1芸 nq

とすれ ば,

一一 kT

hCs,lqt

'芋 蔓互 iiqdV

(高温近似) 一一一一--γ-----一一･-1 8)

谷-津 田氏勘 こよれば 細 野ingconstantγqは相転移近傍では次の様に表

わされ る｡

γq=
16,kT♂ d

Ⅰぜ (1二cosqd)を
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軒C2S)F†(F-C2S)q2十4G‡-F(F-CBs)q
2F(F-C2S)

伊-C2S)Ft(F-C2S)q2十4Gl+F(F-C2S) q

2F (F-C2S )

[F ( (F-C2S , q 2 十 4G 車 !-< -3

(ne)2 a

-J -'J - 一一一一- - - --- - -1iO)

VVhere

G三 f･ (T-T.),f芸
2Eomd3 ･b

F… Ef1-i･(T-To) ),E三

_ ･C …_…I_…--(ll)

(ne)2 a

28.md3 ･b

n 単位 イオン当りの charge数

a･b: イオンによ考分極 と関連 した定数

eo 自由空間のpermi-tivity

c 比例定数

d . 格子定数

･d2 ------一丁(12)

このγqの表示を,相転移近傍としあの近似をし,変形を行 うと

52kT♂ ♂ q

rq ～=
F5/2 lr,P (q2+K2)V 2
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Wh ere
C

K2 芸 G/F 芸 - (T-T.) ----一一一一一一一一一一一一一一一一一----ニ-一一一一一牡か
d2

凋式のγqを用いると,

言㌔ 芸

F5/ 2.rrp.Ⅴ
52OkTcFde

q3,-～6が 音

F5/2 .m3 .N

5kTa2d2

一-.′

･qB,Iqも十与 K2 十 一-一一一一---一一-一一一--(15)

鴨 十号x2弓 ----一一-一一一一---I--｣17)

結局,熱 伝導度 り ま(9),(17)式か ら

FS/2･m2 ･p

50kTα2･d2

WIler伝

†dF,十与.$ 1 ----- -A--------1--- -(181

V

a--1･5×1012erg仔n一㌦ d芸2×10-8cm

m～=4×18-25gr,F～S 1012 (crrf/sec2)

P苧 5 gr/αげ

ila,鋤か ら

-一一--一一一--川--(m)

-i-5×10-2 watts/cm deg 一一一-I-一一一一一一一一一------･一一-一一-一一一一一一el)

とな り実験 とおお よそ一致する｡ dip~ は第 2図の様にな り実験 と良 (令

ってい る｡
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以上 はpara phaseの話 しである.がferrophaseでは,結串か cubicか ら

tetragonal に変型すか,格子振劫の様子は余 り変 らない事を,･谷-津田(2)

氏は簡単に論じている｡ だか ら,本質的な点 は雨 phoseで変 らないだろ う0
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